
まえがき＝1997年の気候変動枠組条約第3回締約国会議
（COP3）にて京都議定書が採択され，先進国及び市場
経済移行国の温室効果ガス排出量の削減目標が定められ
た。我が国ではこの削減目標を達成するため，コージェ
ネレーション導入促進，省エネ，風力・太陽光発電に代
表される新エネルギの導入など，様々な施策が推進され
ている。
　その中のひとつとして，下水汚泥消化ガスの有効利用
がある。下水汚泥消化ガスは，下水処理の工程で発生す
る汚泥を嫌気処理（消化）する際に発生するガスであり，
比較的高い熱量を有するためにコージェネレーションな
どの燃料ガスとしての利用が可能である。例えば，流入
水量 100 000m3規模（人口 250 000 人相当）の下水処理



の内部に堆積することにより機器の損傷・劣化を引起こ
し，その結果，設備の安定運転と経済性が損なわれるた
め，消化ガスを利用したコージェネレーショロ
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